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は ASA 感度と言いましたが、現在では ISO 感度と言います。数字の大きい方が感度が




さ）なり、ボケにくくなります。参考までに、ISO 感度 100 を基準にした表（表１）で
す。100 を基準に 1 段で 2 倍となり、100、200、400、800 と増えていく。ISO が 1 段増
えるとシャッタースピードが半分（つまり 1 段分）ですむため暗い場所でも速いシャ
ッタースピードでシャッターをきることができる。また、 絞り値は、 2倍で変わり
ます。たとえば､感度 100 基準で適正露出が、シャッタースピード 1/250 秒 絞 f8 とす
ると、感度 200 では、プラス 1 段なので、1/500 秒 f8 または 1/250 f11 となります。 
 
数年後には、8mm カメラ（写真 2）を使用して撮影しましたが、8mm フ
ィルムでは連続で撮れるが解像度が低く使用に耐えませんでした。そ







表 1  ISO 感度 100 を基準にした場合のシャッタースピードと絞りの関係 
 
絞りを固定した時       
フイルム感度 25 50 100 200 400 800 1600 3200 
シャッタースピード 
1/60 1/125 1/250 1/500 1/1000 1/2000 1/4000 1/8000
    遅く 基準           速く 
         
シャッタースピードを固定した時       
フイルム感度 25 50 100 200 400 800 1600 3200 
絞り 
f4 f5.6 f8 f11 f16 f22 f32 f45 
   開ける 基準           絞れる 
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1980 年代になるとナック社より世界で初めての 1/2 イン
チ VHS 方式によるカラ－200 コマ／秒高速度ビデオ（写
真 5）が開発され、これを購入することが出来ました。






表 2 画像ファイル（アナログとデジタル） 
 







に[デジタルカメラ C]で追加撮影することもできます。Exifには必ずDCF（Design rule 



































写真 6 氷型冷蔵庫 

































写真 9 卓上電卓 
 
写真 10 キーパンチ 
 










バイトでした。その後、5.25 インチのディスクは 1D（片面倍密度）→ 2D（両面倍密
度）→ 2DD（両面倍密度倍トラック）→ 2HD（両面 高密度）となり 3.5 インチサイズ
にまで小さくなりました。パソコンも DOS/V の登場により、PC/AT 互換機で動作する
OS が使われ出しました。それまでは、パソコンで日本語を利用するにはハードウェア











































































写真 14 観測小屋とボアホール 




 災害調査には多く行きましたが、特に 1980 年代
は立て続けに災害がありました。先ず、昭和 57 年
（1982 年）長崎県を中心に記録的な大雨（長崎豪雨）、
昭和 58(1983)年 5 月 26 日（日本海中部地震）、昭
和 58 年 7 月（1983 年）島根県を中心に大雨、昭和
59 年（1984 年）9 月 14 日（長野県西部地震）昭和

































写真 16 本館 
写真 15 伝上川 
天然ダム 
崩壊箇所
